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『
女
百
人一首
』
の
編
者
に
つい
て

石
田
　
礼
以
菜

一
、
は
じ
め
に

『
女
百
人
一
首
』
は
、『
百
人
一
首
』
を
模
倣
し
、
百
人
の
女
性
歌
人
の
和
歌
を
一
人
一
首
ず
つ
選
ん
で
つ
く
ら
れ
た
歌
集
で
、
江
戸
時
代
に
多

く
刊
行
さ
れ
た（

（
（

、
異
種
百
人
一
首
の
一
種
で
あ
る
。

　

異
種
百
人
一
首
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
嘉
夫
氏
の
「
異
種
百
人
一
首
の
成
立
」『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
第
十
九
号
（
跡
見
学
園
国
語
科
研
究

会 

一
九
七
一
年
三
月
）
に
お
い
て
、「
百
人
一
首
と
い
う
の
は
、
百
人
の
人
の
各
一
種
づ
つ
を
撰
ん
で
一
組
と
し
た
も
の
を
い
う
普
通
名
詞
で
あ

る
け
れ
ど
、
単
に
百
人
一
首
と
い
う
と
、
定
家
の
撰
と
い
わ
れ
る
小
倉
百
人
一
首
の
こ
と
を
さ
す
。
そ
こ
で
、
そ
れ
以
外
の
百
人
一
首
は
異
種
百

人
一
首
と
呼
ば
れ
る
。
小
倉
に
対
す
る
異
種
な
の
で
あ
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

『
女
百
人
一
首
』
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店 

一
九
八
四
年
）
の

「
百
人
一
首
」
項
（
樋
口
芳
麻
呂
氏
解
題
）
に
お
い
て
、「【
異
種
百
人
一
首
】（
中
略
）『
女
房
百
人
一
首
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
写
本
、
安
永
九

年
（
一
七
八
〇
）
版
本
あ
り
）
は
撰
者
未
詳
で
、
衣
通
姫
以
下
の
歌
を
収
め
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、『
女
百
人
一
首
』
の
写
本
や
版
本
は
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そ
の
他
に
も
複
数
存
在
す
る
。
し
か
し
、『
女
百
人
一
首
』
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
論
考
は
少
な
く
、
現
在
ま
で
本
文
系
統
の
分
類
な
ど
が
未
整

理
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
成
立
年
代
や
編
者
も
不
明
で
あ
る
。
な
お
、『
女
百
人
一
首
』
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
四
種
類
の
「
女
百
人
一

首
」
を
翻
刻
し
て
紹
介
し
た
、
伊
藤
嘉
夫
氏
の
「
女
百
人
一
首
」『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
第
二
十
号
（
跡
見
学
園
国
語
科
研
究
会 

一
九
七
二

年
三
月
）
や
、『
女
房
三
十
六
人
歌
合
』
と
『
女
百
人
一
首
』
を
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
人
の
選
び
方
に
つ
い
て
考
察
し
た
、
大
伏
春
美
氏
の

「『
女
房
三
十
六
人
歌
合
』
と
女
百
人
一
首
」『
語
文
』
第
一
一
九
号
（
日
本
大
学
国
文
学
会 

二
〇
〇
四
年
六
月
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
、
こ
の
『
女
百
人
一
首
』
に
つ
い
て
、
改
め
て
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、『
女
百
人
一
首
』
の
伝
本
に
つ
い
て

　

筆
者
の
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、『
女
百
人
一
首（

（
（

』
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
に
本
文
系
統
を
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。

A
系
統
（「
山
城
賀
茂 

み
ゆ
き
せ
し
か
も
の
川
波
帰
る
さ
に
立
や
よ
る
と
そ
待
あ
か
し
つ
る 

撰
子
内
親
皇
」
～
「
陸
奥
塩
䆴
浦 

い
に
し
へ
の
あ

ま
や
煙
と
な
り
ぬ
ら
ん
人
め
も
み
え
ぬ
し
ほ
か
ま
の
浦 
一
条
院
皇
后
宮
」）

【
写
本
】

・〔
江
戸
時
代
後
期
〕
写
「
諸
国
名
所 

女
百
人
一
首
」
一
巻
一
冊 
書
写
者
不
明
（
小
泉
吉
永
氏
蔵
）

【
版
本
】

・
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
年
）
八
月
刊
『
諸
国
名
所
女
百
人
一
首
』
一
巻
一
冊 

編
者
不
明
（
刊
記
「
寛
永
十
九
壬
午
歳
仲
秋
吉
辰 

浪
華
書
肆

寺
田
与
右
衛
門
梓（

（
（

」）

・
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
年
）
九
月
刊
『
名
所
和
歌
百
人
一
首
』
一
巻
一
冊 
編
者
・
絵
師
不
明
（
刊
記
「
京
蛸
薬
師
通
堺
町 

平
野
屋
㐂
右
衛

門（
（
（

」）
・
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
年
）
一
月
刊
『
諸
国
名
所
和
歌
女
性
百
人
一
首
』
一
巻
一
冊 
編
者
・
絵
師
不
明
（
刊
記
「
永
田
調
兵
衛
開
板（

（
（

」）
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B
系
統
（「
万
葉
集
恋
哥 

わ
か
せ
こ
が
く
べ
き
宵
な
り
さ
ゝ
が
に
の
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も 

衣
通
姫
」
～
「
古
今
集
巻
第
一
春
哥 

待
人
も
な
き
も
の
ゆ
へ
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
き
つ
る
花
を
折
て
げ
る
哉 

染
殿
后
」）

【
写
本
】

・
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
十
一
月
写
「
女
百
人
一
首
」
一
巻
一
冊 

居
初
つ
な
書
（
奥
書
「
貞
享
四
丁
卯
年
中
冬
書
之 

居
初
氏
女
都
音
」（
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
）

・
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
写
「
女
房
百
人
一
首
（「
数
量
和
歌
」
所
収
）」
一
巻
一
冊 

書
写
者
不
明
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

・
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
写
「
女
百
人
一
首
」
一
巻
一
冊 

中
村
一
由
伎
書
（
東
京
大
学
蔵
）

・〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
「
女
百
人
一
首
（「
歌
集
」
所
収
）」
一
巻
一
冊 〔
中
山
兼
親
〕
書（

（
（

（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵（

（
（

）

・〔
江
戸
時
代
後
期
〕
写
「
絵
入
女
百
人
一
首
」
一
巻
一
冊 

書
写
者
不
明
（
二
松
学
舎
大
学
蔵
）
※
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
年
）
刊
『
女
百
人
一

首
』
を
模
写
し
た
も
の

・〔
江
戸
時
代
〕
写
「
女
房
百
人
一
首
」
一
巻
一
冊 
前
中
納
言
□
光
□
書
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

・
書
写
年
不
明
「
女
百
人
一
首
」
一
巻
一
冊 

書
写
者
不
明
（
道
明
寺
蔵
）

・
書
写
年
不
明
「
女
百
人
一
首
草
」
一
巻
一
冊 

書
写
者
不
明
（
道
明
寺
蔵
）

・
書
写
年
不
明
「
女
百
人
一
首
」
一
巻
一
冊 

書
写
者
不
明
（
北
海
学
園
大
学
蔵
）

・
書
写
年
不
明（

（
（

「
女
百
人
一
首
」
一
巻
一
冊 

書
写
者
不
明
（
三
康
図
書
館
蔵
）

【
版
本
】

・
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
年
）
三
月
刊
『
女
百
人
一
首
』
二
巻
二
冊 

居
初
つ
な
書
・
画
（
刊
記
「
江
戸 

西
村
半
兵
衛
・
京 

万
屋
庄
兵
衛（
（1
（

」）

・
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
年
）
一
月
刊
『
女
房
百
人
一
首
』
一
巻
一
冊 

編
者
不
明
（
刊
記
「
大
坂 

彫
刻 

川
崎
平
六 

書
林 

辻
文
助
・
定
水
善
兵

衛
・
高
橋
平
助（
（1
（

」）
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C
系
統
（「
わ
か
せ
こ
か
く
へ
き
宵
な
り
さ
ゝ
か
に
の
蜘
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も 

衣
通
郎
姫
」
～
「
つ
ゐ
に
か
ゝ
る
う
き
に
も
な
ら
は
何

か
わ
か
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
の
そ
こ
を
知
ら
せ
ん 

従
一
位
教
良
女
」）

【
写
本
】

・
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
年
）
四
月
写
「
女
百
首
和
歌
（「
月
花
亭
打
聞
」
所
収
）」
一
巻
一
冊 

後
陽
成
天
皇
編
・
平
遠
州
牧
写
（
国
文
学
研
究

資
料
館
蔵
）

D
系
統
（「
ゆ
き
の
う
ち
に
は
る
は
き
に
け
り
う
く
ひ
す
の
こ
ほ
れ
る
な
み
た
い
ま
や
と
く
ら
む 

二
条
后
」
～
「
人
わ
た
す
こ
と
た
に
な
き
を
な

に
し
か
も
な
か
ら
の
は
し
と
身
の
な
り
ぬ
ら
ん 

七
条
后
」）

【
写
本
】

・〔
江
戸
時
代
後
期
〕
写
「
女
百
人
一
首
」
一
巻
一
冊 

書
写
者
不
明
（
小
泉
吉
永
氏
蔵
）

【
版
本
】

・
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
年
）
一
月
刊
『
女
百
人
一
首
』
一
巻
一
冊 

編
者
・
絵
師
不
明
（
刊
記
「
嘉
永
四
辛
亥
初
春
発
兌 

彫
工 

日
本
橋
瀬
戸
物

町 

飯
田
源
三 

製
冊
発
行 

芝
神
明
前 

岡
田
屋
嘉
七
・
京
橋
五
郎
兵
衛
町 

仲
屋
徳
兵
衛（
（1
（

」）

E
系
統
（「
人
に
た
に
忍
ふ
る
中
の
あ
か
つ
き
を
た
か
し
ら
せ
て
か
鳥
の
な
く
ら
ん 

安
嘉
門
院
四
条
」
～
「
お
も
は
し
と
心
を
も
と
く
こ
ゝ
ろ
し

も
ま
と
ひ
ま
さ
り
て
恋
し
か
る
ら
む 

賀
茂
の
や
す
の
り
か
女
」）

【
写
本
】

・
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
年
）
写
「
女
房
恋
百
人
一
首
」
一
巻
一
冊 

飛
鳥
井
雅
章
写
（
久
保
田
淳
氏
蔵
）（
奥
書
「
此
一
冊
者
亡
父
一
位
大
納
言

雅
章
卿
真
筆
無
疑
者
乎 

元
禄
三
年
初
秋
下
旬 

左
衛
門
督
藤
原
雅
豊（
（1
（

」）　
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不
明

【
写
本
】

・
書
写
年
不
明
「
女
百
人
一
首
」
一
巻
一
冊 

書
写
者
不
明
（
佐
賀
大
学
蔵
）

・
書
写
年
不
明
「
女
房
百
人
一
首
（「
和
歌
群
玉
抄
」
所
収
）」
十
七
巻
十
七
冊 

書
写
者
不
明
（
陽
明
文
庫
蔵
）

【
版
本
】

・〔
江
戸
時
代
〕
刊
『
女
百
人
一
首
』
一
巻
一
冊 

編
者
不
明
（
刊
記
「
仙
台
国
分
町
十
九
軒 

伊
勢
屋
半
右
衛
門
板（
（1
（

」）

そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
本
文
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
嘉
夫
氏
が
「
女
百
人
一
首
」『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
第
二
十
号
（
跡
見
学
園
国
語

科
研
究
会 

一
九
七
二
年
三
月
）
に
お
い
て
、
B
系
統
と
D
系
統
の
作
品
に
つ
い
て
、「
内
容
は
比
較
し
難
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
す
ぐ
に

は
結
論
の
出
な
い
問
題
で
あ
り
、
後
考
を
待
ち
た
い
。

し
か
し
、
こ
の
中
で
も
、
特
に
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
写
「
女
百
人
一
首
」（
居
初
つ
な
書
）
や
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
年
）
刊

『
女
百
人
一
首
』（
居
初
つ
な
書
）
が
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
回
、『
女
百
人
一
首
』
の
伝

本
を
整
理
す
る
に
あ
た
り
、
貞
享
五
年
刊
本
と
内
容
が
類
似
す
る
、
貞
享
四
年
写
本
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
あ
る
。

両
書
の
書
写
を
し
た
居
初
つ
な
と
い
う
人
物
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
京
都
の
女
性
書
家
・
作
家
・
絵
師
で
あ
り
、
居
初
つ
な
は
、
当
時
と
し
て

は
珍
し
い
女
性
作
家
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
作
品
の
挿
絵
を
描
く
絵
師
で
も
あ
っ
た（

（1
（

。
貞
享
五
年
刊
本
に
も
、
彼
女
が
描
い
た
と
考
え

ら
れ
る
挿
絵
が
載
っ
て
い
る
。
居
初
つ
な
は
、
主
に
女
性
用
の
往
来
物
を
著
し
て
お
り
、
居
初
つ
な
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
研
究
は
、
居
初
つ
な

作
の
往
来
物
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
述
べ
た
、
小
泉
吉
永
氏
の
「
居
初
津
奈
の
女
用
文
章
」『
江
戸
期
お
ん
な
考
』
第
八
号
（
桂
文
庫 

一
九
九
七
年
九
月
）
や
、
居
初
つ
な
作
の
往
来
物
に
つ
い
て
考
察
し
、
居
初
つ
な
の
経
歴
を
明
ら
か
に
し
た
、
石
川
透
氏
の
「
居
初
つ
な
の
往

来
物
」『
藝
文
研
究
』
第
九
十
五
号
（
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会 

二
〇
〇
八
年
十
二
月
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
往
来
物
作
家
で
あ
る
居
初
つ
な
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が
、
多
く
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
、
同
じ
く
石
川
透
氏
の
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
展
開
』（
三
弥
井
書
店 

二
〇
〇
九
年
）

で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
居
初
つ
な
は
、
日
本
初
の
女
性
絵
本
作
家
と
も
い
え
る
人
物
な
の
で
あ
る（

（1
（

。
先
に
挙
げ
た
論
文
な
ど
に
よ

る
と
、
現
在
、
作
品
中
に
署
名
な
ど
が
あ
り
、
居
初
つ
な
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
版
本
は
八
作
品
あ
り（

（1
（

、
そ
の
う
ち
、
貞
享
五
年
（
一
六

八
八
年
）
刊
『
女
百
人
一
首
』
は
、
二
作
品
目
に
あ
た
る
。
そ
の
跋
に
は
、「
此
壱
巻
は
い
に
し
へ
定
家
卿
小
倉
山
荘
に
し
て
え
ら
ひ
出
さ
れ
し

色
紙
の
和
哥
世
上
の
人
哥
の
鏡
と
せ
り
今
又
あ
つ
め
え
ら
む
所
昔
よ
り
歌
人
と
聞
え
し
女
も
ゝ
を
か
そ
へ
て
一
首
を
え
り
女
百
人
一
首
と
名
付
て

女
子
の
初
学
の
た
よ
り
に
も
な
ら
ん
か
し
と
思
ひ
侍
る
の
み　

執
筆 

居
初
氏
女
都
音
」
と
あ
り
、
刊
行
の
経
緯
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
B
系
統
に
あ
た
る
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
写
「
女
百
人
一
首
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
と
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
年
）

刊
『
女
百
人
一
首（

（1
（

』
を
翻
刻
し
、
以
下
に
掲
載
す
る
。

三
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
写
「
女
百
人
一
首
」（
居
初
つ
な
書
）
の
翻
刻

1
わ
か
せ
こ
か
く
へ
き
宵
な
り
さ
ゝ
か
に
の
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も　

衣
通
姫

2
み
芳
野
ゝ
山
下
風
の
さ
む
け
く
に
は
た
や
こ
よ
ひ
も
わ
か
ひ
と
り
ね
ん　

持
統
天
皇

3
飛
鳥
の
あ
す
か
の
さ
と
を
お
き
て
い
な
は
君
か
あ
た
り
は
み
え
す
も
あ
ら
な
ん　

元
明
天
皇

4
浅
香
山
か
け
さ
へ
み
ゆ
る
山
の
井
の
あ
さ
く
は
人
を
お
も
ふ
も
の
か
は　

采
女

5
う
た
ゝ
ね
に
恋
し
き
人
を
み
て
し
よ
り
夢
て
ふ
も
の
は
た
の
み
は
つ
へ
き　

小
野
小
町

6
待
人
も
な
き
も
の
ゆ
へ
に
う
く
ひ
す
の
な
き
つ
る
花
を
お
り
て
け
る
か
な　

染
殿
后

7
風
ふ
け
は
興
津
し
ら
波
た
つ
た
山
よ
は
に
や
君
か
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん　

紀
有
常
女

8
雪
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り
鶯
の
こ
ほ
れ
る
な
み
た
今
や
と
く
ら
ん　

二
条
后

9
人
わ
た
す
こ
と
た
に
な
き
を
何
し
か
も
な
か
ら
の
は
し
と
身
は
な
り
に
け
ん　

七
条
后

10
桜
花
春
く
は
ゝ
れ
る
と
し
た
に
も
人
の
こ
ゝ
ろ
に
あ
か
れ
や
は
す
る　

伊
勢
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11
諸
共
に
あ
は
れ
と
い
は
す
は
人
し
れ
ぬ
と
は
す
か
た
り
を
我
の
み
や
せ
ん　

俊
賢
卿
母

12
と
し
ふ
れ
は
我
く
ろ
か
み
も
し
ら
川
の
み
つ
わ
く
む
ま
て
老
に
け
る
か
な　

檜
墻
女

13
忘
れ
し
と
た
の
め
し
人
は
有
と
き
く
い
ひ
し
こ
と
の
は
い
つ
ち
ゐ
に
け
ん　

右
近

14
君
か
手
に
ま
か
す
る
秋
の
風
な
れ
は
な
ひ
か
ぬ
草
も
あ
ら
し
と
そ
思
ふ　

中
務

15
人
を
ま
つ
か
と
は
く
ら
く
そ
成
に
け
る
た
の
め
し
月
の
う
ち
に
み
え
ね
は　

監
命
婦

16
枩
風
の
音
に
み
た
る
ゝ
琴
の
ね
を
ひ
け
は
ね
の
日
の
こ
ゝ
ち
こ
そ
す
れ　

斎
宮
女
御

17
池
水
の
底
に
は
あ
ら
て
ね
ぬ
な
わ
の
く
る
人
も
な
し
ま
つ
人
も
な
し　

明
日
香
采
女

18
浅
み
と
り
か
ひ
あ
る
春
に
あ
ひ
ぬ
れ
は
霞
な
ら
ね
と
た
ち
の
ほ
り
け
り　

大
江
玉
淵
女

19
絶
ぬ
る
か
か
け
た
に
み
え
は
と
ふ
へ
き
を
か
た
み
の
水
は
み
く
さ
居
に
け
り　

右
大
将
道
綱
母

20
秋
は
た
ゝ
物
を
こ
そ
思
へ
露
か
ゝ
る
荻
の
う
へ
ふ
く
風
に
つ
け
て
も　

源
重
之
女

21
よ
る
の
靏
の
都
の
う
ち
に
こ
め
ら
れ
て
子
を
こ
ひ
つ
ゝ
も
な
き
あ
か
す
か
な　

儀
同
三
司
母

22
雪
ま
せ
に
村
〳
〵
み
え
し
わ
か
く
さ
の
な
へ
て
み
と
り
に
な
り
に
け
る
か
な　

出
羽
弁

23
暮
を
ま
つ
雲
井
の
ほ
と
も
覚
つ
か
な
ふ
み
見
ま
ほ
し
き
か
さ
ゝ
き
の
は
し　

上
東
門
院

24
秋
く
れ
は
と
き
は
の
山
の
枩
か
せ
も
う
つ
る
は
か
り
に
身
に
そ
し
み
け
る　

和
泉
式
部

25
入
か
た
は
さ
や
か
な
り
け
る
月
か
け
を
う
わ
の
空
に
も
待
し
宵
か
な　

紫
式
部

26
踏
は
お
し
ふ
ま
ね
は
ゆ
か
ん
か
た
も
な
し
心
つ
く
し
の
山
さ
く
ら
か
な　

赤
染
衛
門

27
よ
し
さ
ら
は
つ
ら
さ
は
我
に
な
ら
ひ
け
り
た
の
め
て
こ
ぬ
は
た
れ
か
を
し
へ
し　

清
少
納
言

28
め
つ
ら
し
く
け
ふ
た
ち
そ
む
る
靏
の
子
は
ち
よ
の
む
つ
き
を
か
さ
ぬ
へ
き
か
な　

伊
勢
大
輔

29
露
の
身
の
き
え
は
我
こ
そ
さ
き
た
ゝ
め
を
く
れ
ん
も
の
か
森
の
下
く
さ　

小
馬
命
婦

30
秋
か
せ
は
吹
む
す
へ
と
も
し
ら
露
の
み
た
れ
て
を
か
ぬ
草
の
葉
そ
な
き　

大
弐
三
位
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31
雪
か
と
そ
よ
そ
に
み
つ
れ
と
さ
く
ら
花
折
て
は
ま
さ
る
色
な
か
り
け
り　

小
式
部
内
侍

32
か
へ
り
て
は
身
に
そ
ふ
も
の
と
知
な
か
ら
暮
行
と
し
を
な
に
し
と
ふ
ら
ん　

上
東
門
院
兵
衛

33
い
か
な
れ
は
し
ら
ぬ
に
お
ふ
る
う
き
ぬ
な
は
く
る
し
や
わ
か
身
人
し
れ
す
の
み　

馬
内
侍

34
思
ひ
や
れ
と
ふ
人
も
な
き
や
ま
さ
と
の
か
け
ひ
の
水
の
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
さ
を　

上
東
門
院
中
将

35
い
か
に
ね
て
お
く
る
な
ら
ひ
に
い
ふ
こ
と
そ
き
の
ふ
を
こ
そ
と
け
ふ
を
こ
と
し
と　

小
大
君

36
あ
ふ
ま
て
の
み
る
め
か
る
へ
き
か
た
そ
な
き
ま
た
波
な
れ
ぬ
い
せ
の
あ
ま
人　

相
模

37
浅
か
ら
ぬ
こ
ゝ
ろ
そ
み
ゆ
る
音
羽
川
せ
き
入
し
水
の
な
か
れ
た
え
せ
て　

周
防
内
侍

38
な
へ
て
世
の
う
き
に
な
か
る
ゝ
菖
蒲
草
け
ふ
ま
て
か
ゝ
る
ね
は
い
か
ゝ
み
る　

小
少
将

39
散
か
ゝ
る
紅
葉
の
い
ろ
は
ふ
か
け
れ
と
わ
た
れ
は
に
こ
る
山
川
の
水　

二
条
院
讃
岐

40
か
た
〳
〵
に
引
わ
か
れ
つ
ゝ
あ
や
め
く
さ
あ
ら
ぬ
ね
を
や
は
か
け
ん
と
思
ひ
し　

陽
明
門
院

41
年
経
た
る
枩
た
に
な
く
は
浅
茅
原
な
に
か
む
か
し
の
し
る
し
な
ら
ま
し　

江
侍
従

42
恋
す
と
も
泪
の
色
の
な
か
り
せ
は
し
は
し
は
人
に
し
ら
れ
さ
ら
ま
し　

弁
乳
母

43
を
の
つ
か
ら
さ
こ
そ
は
あ
れ
と
思
ふ
ま
に
ま
こ
と
に
人
の
と
は
す
な
り
ぬ
る　

大
納
言
経
信
母

44
思
ひ
や
れ
し
ら
ぬ
雲
路
も
入
か
た
の
月
よ
り
ほ
か
の
な
か
め
や
は
あ
る　

康
資
王
母

45
吹
風
も
の
と
け
き
花
の
都
鳥
お
さ
ま
れ
る
世
の
こ
と
や
と
は
ま
し　

少
将
内
侍

46
庭
の
は
な
も
と
の
こ
す
ゑ
に
吹
か
へ
す
ち
ら
す
の
み
や
は
こ
ゝ
ろ
な
る
へ
き　

郁
芳
門
院
安
芸

47
行
す
へ
を
ま
つ
そ
久
し
き
君
か
へ
ん
千
代
の
は
し
め
の
子
の
日
と
お
も
へ
は　

京
極
前
関
白
家
肥
後

48
忍
ひ
ね
は
を
と
ら
し
も
の
を
ほ
と
ゝ
き
す
お
の
れ
の
み
と
は
思
は
さ
ら
な
ん　

小
弁

49
を
く
露
も
し
つ
心
な
く
秋
か
せ
に
み
た
れ
て
を
か
ぬ
草
の
葉
そ
な
き　

祐
子
内
親
王
家
紀
伊

50
浅
緑
花
も
ひ
と
つ
に
か
す
み
つ
つ
お
ほ
ろ
に
み
ゆ
る
春
の
夜
の
月　

菅
原
孝
標
女
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51
た
ゝ
た
の
め
細
谷
川
の
ま
ろ
木
橋
ふ
み
返
し
て
は
お
ち
さ
ら
め
や
は　

上
西
門
院

52
磐
常
な
る
松
も
や
春
を
し
り
ぬ
ら
ん
初
子
を
い
は
ふ
人
に
ひ
か
れ
て　

待
賢
門
院
堀
河

53
白
雲
に
ま
か
ふ
さ
く
ら
の
梢
に
て
ち
と
せ
の
春
を
そ
ら
に
し
る
か
な　

待
賢
門
院
中
納
言

54
た
の
め
を
か
ん
た
ゝ
さ
は
か
り
を
契
に
て
う
き
世
の
中
を
夢
に
な
し
て
よ　

定
家
卿
母

55
た
の
め
を
か
ん
た
ゝ
さ
は
か
り
を
契
に
て
う
き
世
の
中
を
夢
に
な
し
て
よ 

皇
嘉
門
院

56
歎
か
し
と
思
へ
は
人
に
つ
ら
か
り
し
こ
の
世
な
か
ら
の
む
く
ひ
な
り
け
り　

皇
嘉
門
院
尾
張

57
お
も
ひ
川
岩
間
に
よ
と
む
水
く
き
を
か
き
な
か
す
に
も
袖
は
ぬ
れ
け
り　

皇
嘉
門
院
別
当

58
春
風
の
霞
吹
と
く
た
え
ま
よ
り
み
た
れ
て
な
ひ
く
青
柳
の
い
と　

殷
富
門
院
大
輔

59
し
ら
さ
り
き
う
き
身
な
か
ら
に
め
く
り
き
て
お
な
し
雲
井
の
月
を
み
ん
と
は　

近
衛
太
皇
太
后
宮

60
雲
井
よ
り
た
ゝ
も
り
き
た
る
月
な
れ
は
朧
け
に
て
は
い
は
し
と
そ
お
も
ふ　

忠
度
母

61
天
地
の
ひ
ら
け
し
神
の
み
こ
と
の
り
千
と
せ
の
秋
は
わ
か
君
の
た
め　

俊
成
卿
女

62
ま
つ
か
ね
を
小
嶋
か
磯
の
さ
よ
ま
く
ら
い
た
く
な
ぬ
れ
そ
塰
の
袖
か
は　

式
子
内
親
王

63
野
へ
こ
と
に
音
信
わ
た
る
あ
き
風
を
あ
た
に
も
な
ひ
く
花
す
ゝ
き
か
な　

八
条
院
六
条

64
い
さ
ゝ
ら
は
な
み
た
く
ら
へ
ん
ほ
と
ゝ
き
す
我
も
う
き
よ
に
ね
を
の
み
そ
な
く　

建
礼
門
院

65
忘
れ
し
の
契
り
た
か
は
ぬ
世
な
り
せ
は
た
の
み
や
せ
ま
し
君
か
一
こ
と　

右
京
大
夫

66
花
さ
そ
ふ
比
良
の
山
か
せ
吹
に
け
り
漕
行
舟
の
あ
と
み
ゆ
る
ま
て　

宮
内
卿

67
ま
つ
よ
ひ
に
更
行
鐘
の
こ
ゑ
き
け
は
あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
鳥
は
も
の
か
は　

小
侍
従

68
身
に
か
へ
て
花
も
お
し
ま
し
君
か
世
に
見
る
へ
き
春
の
か
き
り
な
け
れ
は　

参
河
内
侍

69
こ
と
ゝ
は
ん
野
し
ま
か
磯
の
あ
ま
こ
ろ
も
波
と
月
と
に
い
か
ゝ
し
ほ
る
　ゝ

七
条
院
大
納
言

70
心
し
て
い
た
く
な
啼
そ
き
り
〳
〵
す
か
こ
と
か
ま
し
き
老
の
ね
さ
め
を　

後
鳥
羽
院
下
野
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71
春
の
よ
の
朧
月
よ
や
こ
れ
な
ら
ん
霞
に
く
も
る
有
明
の
そ
ら　

宜
秋
門
院
丹
後

72
月
の
色
も
さ
え
行
よ
は
の
秋
風
に
わ
か
身
ひ
と
つ
と
こ
ろ
も
う
つ
也　

土
御
門
院
小
宰
相

73
山
川
を
な
は
し
ろ
水
に
ま
か
す
れ
は
田
面
に
う
き
て
花
そ
な
か
る
　ゝ

安
嘉
門
院
四
条

74
か
ゝ
ら
す
は
な
に
か
わ
か
れ
の
お
し
か
ら
ん
な
れ
ぬ
る
は
か
り
く
や
し
き
は
な
し　

安
嘉
門
院
大
弐

75
こ
と
の
葉
の
か
ゝ
る
か
た
な
く
成
ぬ
れ
は
い
つ
は
り
さ
へ
そ
今
は
こ
ひ
し
き　

安
嘉
門
院
高
倉

76
夏
引
の
手
曳
の
糸
の
ふ
し
ふ
と
も
た
え
ぬ
お
も
ひ
に
む
す
ほ
ゝ
れ
つ
　ゝ

嘉
陽
門
院
越
前

77
身
を
さ
ら
に
お
な
し
う
き
世
と
思
は
す
は
岩
ほ
の
中
を
た
つ
ね
み
て
ま
し　

式
乾
門
院
御
匣

78
そ
れ
を
た
に
心
の
ま
ゝ
の
い
の
ち
に
て
や
す
く
も
恋
に
身
を
や
か
へ
さ
ん 

藻
壁
門
院
少
将

79
音
も
せ
て
袖
ぬ
ら
せ
は
や
春
雨
の
ふ
る
は
な
み
た
と
人
の
い
ひ
け
ん　

鷹
司
院
帥

80
浦
つ
た
ふ
霜
夜
の
ち
と
り
こ
ゑ
さ
え
て
塩
干
の
か
た
に
友
さ
そ
ふ
な
り　

新
大
納
言

81
峯
の
あ
ら
し
麓
の
川
の
音
を
の
み
い
つ
ま
て
友
と
あ
か
し
く
ら
さ
ん　

遊
義
門
院

82
冨
士
の
ね
に
よ
そ
へ
て
い
は
ゝ
わ
か
恋
の
た
め
し
あ
る
に
も
な
り
ぬ
へ
き
か
な　

今
出
河
院
近
衛

83
夢
と
た
に
お
も
ひ
定
め
ぬ
あ
ふ
事
を
う
つ
ゝ
に
な
し
て
た
れ
も
ら
す
ら
ん　

権
中
納
言
公
宗
母

84
行
舟
の
跡
な
き
か
た
を
し
た
ひ
て
も
は
る
は
と
ま
ら
ぬ
八
重
の
し
ほ
か
せ　

達
智
門
院

85
せ
き
か
ね
て
お
つ
る
は
か
り
そ
今
も
な
を
を
と
に
は
た
て
ぬ
袖
の
滝
つ
せ　

達
智
門
院
兵
衛

86
小
篠
原
な
ひ
く
尾
は
な
の
冬
枯
に
を
と
も
か
は
り
て
ふ
る
霰
か
な　

一
条

87
思
ふ
こ
と
の
あ
ら
た
ま
る
へ
き
春
な
ら
は
う
き
身
も
と
し
の
暮
や
い
そ
か
ん　

章
義
門
院

88
帰
る
さ
の
道
も
や
ま
か
ふ
夕
く
れ
の
か
す
む
雲
井
に
き
ゆ
る
雁
金　

永
福
門
院

89
夢
か
な
を
み
た
れ
そ
め
に
し
朝
ね
か
み
又
か
き
や
ら
ん
す
ゑ
も
し
ら
ね
は　

永
福
門
院
右
衛
門
督

90
ふ
れ
は
か
つ
き
ゆ
る
朝
明
の
ふ
る
柳
な
ひ
く
と
も
な
き
雪
の
し
ら
い
と　

永
福
門
院
内
侍
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91
雨
は
る
ゝ
夕
か
け
山
に
鳴
せ
み
の
こ
ゑ
よ
り
お
つ
る
木
々
の
し
ら
露　

俊
光
女

92
萌
出
る
野
へ
の
わ
か
な
の
雪
ま
せ
に
つ
む
手
も
さ
む
く
こ
ほ
る
袖
哉　

進
子
内
親
王

93
立
ぬ
へ
き
う
き
名
を
か
ね
て
思
は
す
は
風
に
け
ふ
り
の
な
ひ
か
さ
ら
め
や　

右
大
臣
公
顕
女

94
露
ふ
か
き
霧
の
ま
か
き
の
朝
ほ
ら
け
し
ほ
れ
そ
勝
る
花
の
い
ろ
〳
　〵

広
義
門
院

95
物
思
は
ぬ
人
は
よ
そ
に
や
な
か
む
ら
ん
う
き
身
ひ
と
つ
の
秋
の
ゆ
ふ
く
れ　

前
大
納
言
経
長
母

96
夢
路
に
は
う
つ
ゝ
は
か
り
の
関
や
な
き
こ
ゆ
と
そ
み
つ
る
あ
ふ
さ
か
の
や
ま　

従
三
位
為
子

97
思
ひ
よ
は
る
身
こ
そ
は
た
え
す
成
と
て
も
人
の
忍
は
ん
名
を
は
も
ら
さ
し　

従
一
位
教
良
女

98
か
け
な
ひ
く
ひ
か
り
を
そ
へ
て
此
宿
の
月
も
む
か
し
を
う
つ
す
と
そ
み
る　

権
大
納
言
公
直
母

99
有
明
の
か
け
を
し
る
へ
に
哘
は
れ
て
夜
ふ
か
く
み
ゆ
る
須
磨
の
う
ら
船　

祟
賢
門
院

100
袖
ふ
れ
て
い
く
春
な
れ
ん
咲
ふ
ち
の
枩
よ
り
あ
ま
る
千
代
の
匂
ひ
に　

通
陽
門
院

四
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
年
）
刊
『
女
百
人
一
首
』（
居
初
つ
な
書
）
の
翻
刻

1
万
葉
集
恋
哥 

わ
か
せ
こ
が
く
べ
き
宵
な
り
さ
ゝ
が
に
の
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も　

衣
通
姫

2
古
今
集
巻
第
一
春
哥 

雪
の
う
ち
に
春
は
き
に
け
り
鶯
の
こ
ほ
れ
る
な
み
だ
い
ま
や
と
く
ら
ん　

二
条
后

3
新
古
今
集
第
十
三
羇
旅
哥 

飛
鳥
の
あ
す
か
の
さ
と
を
お
き
て
い
な
ば
君
か
あ
た
り
は
み
え
ず
も
あ
ら
な
ん　

元
明
天
皇

4
万
葉
集
恋
哥 

浅
香
山
か
げ
さ
へ
み
ゆ
る
山
の
井
の
あ
さ
く
は
人
を
思
ふ
も
の
か
は　

采
女

5
古
今
集
巻
第
十
八
雑
歌 

風
ふ
け
ば
興
津
し
ら
浪
立
田
山
夜
は
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん　

紀
有
常
女

6
新
勅
撰
集
巻
第
八
羇
旅
哥 

み
よ
し
野
の
山
下
風
の
さ
む
け
く
に
は
た
や
今
宵
も
我
ひ
と
り
ね
ん　

持
統
天
皇

7
続
千
載
第
四
秋
哥 

物
思
は
ぬ
人
は
よ
そ
に
や
詠
ら
ん
う
き
身
ひ
と
つ
の
秋
の
ゆ
ふ
暮　

前
大
納
言
経
長
女

8
新
千
載
第
十
三
恋
哥 

ゆ
め
ぢ
に
は
現
は
か
り
の
関
や
な
き
こ
ゆ
と
ぞ
み
つ
る
逢
坂
の
山　

従
三
位
為
子
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9
後
撰
集
第
十
五
雑
哥 

人
わ
た
す
こ
と
だ
に
な
き
を
何
し
か
も
長
良
の
橋
と
身
は
成
に
け
ん　

七
条
后

10
古
今
集
巻
第
一
春
歌 

桜
花
春
く
は
ゝ
れ
る
と
し
だ
に
も
人
の
心
に
あ
か
れ
や
は
す
る　

伊
勢

11
新
古
今
巻
第
十
一
恋
哥 

諸
共
に
あ
は
れ
と
い
は
ず
は
人
し
れ
ぬ
と
は
ず
が
た
り
を
我
の
み
や
せ
ん　

俊
賢
卿
母

12
後
撰
集
巻
第
十
七
雑
哥 

と
し
ふ
れ
ば
わ
が
黒
髪
も
し
ら
川
の
み
つ
は
く
む
ま
で
老
に
け
る
か
な　

檜
墻
女

13
後
撰
集
巻
第
十
恋
哥 

忘
れ
じ
と
た
の
め
し
人
は
あ
り
と
き
く
い
ひ
し
言
葉
い
づ
ち
い
に
け
ん　

右
近

14
拾
遺
集
巻
第
八
雑
哥 
植
て
み
る
草
葉
ぞ
よ
を
ば
し
ら
せ
け
る
を
き
て
は
き
ゆ
る
け
さ
の
朝
露 

中
務

15
新
後
拾
遺
集
第
十
三
恋
哥 
人
を
ま
つ
門
は
く
ら
く
ぞ
な
り
に
け
る
た
の
め
し
月
の
う
ち
に
見
え
ね
ば　

監
命
婦

16
拾
遺
集
巻
第
八
雑
哥 

枩
風
の
音
に
乱
る
ゝ
琴
の
ね
を
ひ
け
ば
ね
の
び
の
こ
ゝ
ち
こ
そ
す
れ　

斎
宮
女
御

17
拾
遺
集
巻
第
十
九
雑
恋
哥 

池
水
の
底
に
は
あ
ら
て
ね
ぬ
な
わ
の
く
る
人
も
な
し
ま
つ
人
も
な
し　

明
日
香
采
女

18
大
和
物
語
哥 

浅
み
と
り
か
ひ
あ
る
春
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば
霞
な
ら
ね
ど
た
ち
の
ぼ
り
け
り　

大
江
玉
淵
女

19
拾
遺
集
巻
第
二
春
哥 

都
人
ね
て
ま
つ
ら
め
や
時
鳥
今
ぞ
山
辺
を
な
き
て
出
な
る　

右
大
将
道
綱
母

20
新
古
今
集
巻
第
四
秋
哥 

秋
は
た
ゝ
物
を
こ
そ
思
へ
露
か
ゝ
る
荻
の
う
へ
ふ
く
風
に
つ
け
て
も　

源
重
之
女

21
詞
花
集
巻
第
九
雑
哥 

よ
る
の
靏
都
の
う
ち
に
こ
め
ら
れ
て
子
を
恋
つ
ゝ
も
鳴
あ
か
す
か
な　

儀
同
三
司
母

22
玉
葉
集
巻
第
一
春
歌 

雪
ま
ぜ
に
む
ら
〳
〵
み
え
し
若
草
の
な
べ
て
緑
に
な
り
に
け
る
哉　

出
羽
弁

23
続
古
今
集
巻
第
四
秋
哥 

暮
を
ま
つ
雲
井
の
ほ
ど
も
覚
つ
か
な
ふ
み
見
ま
ほ
し
き
鵲
の
は
し　

上
東
門
院

24
新
古
今
集
巻
第
十
四
恋
哥 

入
か
た
は
さ
や
か
な
り
け
る
月
か
げ
を
う
わ
の
空
に
も
待
し
よ
ひ
か
な　

紫
式
部

25
千
載
集
巻
第
二
春
哥 

踏
ば
お
し
ふ
ま
ね
は
ゆ
か
ん
か
た
も
な
し
心
づ
く
し
の
山
ざ
く
ら
か
な　

赤
染
衛
門

26
新
古
今
巻
第
四
秋
哥 

秋
く
れ
ば
常
磐
の
山
の
松
風
も
う
つ
る
ば
か
り
に
身
に
ぞ
し
み
け
る　

和
泉
式
部

27
詞
花
集
第
九
雑
恋
哥 

よ
し
さ
ら
ば
つ
ら
さ
は
我
に
な
ら
ひ
け
り
た
の
め
て
来
ぬ
は
た
れ
か
お
し
へ
し　

清
少
納
言

28
詞
花
集
巻
第
五
賀
哥 

め
づ
ら
し
く
け
ふ
た
ち
そ
む
る
靏
の
子
は
ち
よ
の
む
つ
き
を
か
さ
ぬ
べ
き
か
な　

伊
勢
大
輔
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29
新
古
今
第
十
八
雑
哥 

露
の
身
の
消
ば
我
こ
そ
さ
き
だ
ゝ
め
を
く
れ
ん
も
の
か
森
の
下
く
さ　

小
馬
命
婦

30
玉
葉
集
第
二
春
哥 

雪
か
と
ぞ
よ
そ
に
み
つ
れ
と
桜
花
折
て
は
ま
さ
る
色
な
か
り
け
り　

小
式
部
内
侍

31
新
古
今
第
四
秋
哥 

秋
か
ぜ
は
吹
む
す
べ
ど
も
し
ら
露
の
み
だ
れ
て
を
か
ぬ
草
の
葉
ぞ
な
き　

大
弐
三
位

32
後
拾
遺
集
巻
第
十
八
雑
哥 

都
出
て
秋
よ
り
冬
に
成
ぬ
れ
は
久
し
き
旅
の
こ
ゝ
ち
こ
そ
す
れ　

上
東
門
院
新
宰
相

33
後
拾
遺
集
第
十
一
恋
哥 

い
か
な
れ
ば
し
ら
ぬ
に
お
ふ
る
う
き
ぬ
な
わ
く
る
し
や
こ
ゝ
ろ
人
し
れ
ず
の
み　

馬
内
侍

34
後
拾
遺
第
十
七
雑
哥 
思
ひ
や
れ
と
ふ
人
も
な
き
山
ざ
と
の
か
け
ひ
の
水
の
こ
ゝ
ろ
ぼ
そ
さ
を　

上
東
門
院
中
将

35
後
拾
遺
集
第
一
春
歌 
い
か
に
ね
て
お
く
る
朝
に
い
ふ
こ
と
ぞ
昨
日
を
こ
ぞ
と
今
日
を
こ
と
し
と　

小
大
君

36
新
古
今
第
十
一
恋
哥 

逢
ま
で
の
み
る
め
か
る
べ
き
か
た
ぞ
な
き
ま
だ
浪
な
れ
ぬ
磯
の
あ
ま
人　

相
模

37
新
古
今
第
十
雑
哥 

浅
か
ら
ぬ
こ
ゝ
ろ
ぞ
み
ゆ
る
音
羽
川
せ
き
入
し
水
の
な
が
れ
た
え
せ
で　

周
防
内
侍

38
新
古
今
第
三
夏
哥 

な
べ
て
世
の
う
き
に
な
が
る
ゝ
菖
蒲
ぐ
さ
け
ふ
ま
で
か
ゝ
る
ね
は
い
か
ゞ
み
る　

小
少
将

39
新
古
今
第
九
秋
哥 

散
か
ゝ
る
紅
葉
の
い
ろ
は
ふ
か
け
れ
と
わ
た
れ
ば
に
ご
る
山
川
の
水　

二
条
院
讃
岐

40
新
古
今
第
十
四
恋
哥 

か
た
〳
〵
に
ひ
き
わ
か
れ
つ
ゝ
あ
や
め
草
あ
ら
ぬ
ね
を
や
は
か
け
ん
と
思
ひ
し　

陽
明
門
院

41
後
拾
遺
第
十
八
雑
哥 

と
し
へ
た
る
松
だ
に
な
く
は
浅
茅
原
な
に
か
む
か
し
の
し
る
し
な
ら
ま
し　

江
侍
従

42
後
拾
遺
第
十
四
恋
哥 

恋
す
と
も
涙
の
い
ろ
の
な
か
り
せ
ば
し
ば
し
は
人
に
し
ら
れ
ざ
ら
ま
し　

弁
乳
母

43
新
古
今
第
十
五
恋
哥 

を
の
づ
か
ら
さ
こ
そ
は
あ
れ
と
思
ふ
ま
に
ま
こ
と
に
人
の
と
は
ず
成
ぬ
る　

大
納
言
経
信
母

44
後
拾
遺
第
十
三
恋
哥 

お
も
ひ
や
れ
し
ら
ぬ
雲
路
も
入
か
た
の
月
よ
り
ほ
か
の
詠
や
は
あ
る　

康
資
王
母

45
続
古
今
集
第
九
雑
哥 

吹
風
も
の
ど
け
き
は
な
の
都
鳥
お
さ
ま
れ
る
世
の
こ
と
や
と
は
ま
し　

少
将
内
侍

46
金
葉
集
巻
第
一
春
哥 

庭
の
花
も
と
の
木
末
に
吹
か
へ
せ
ち
ら
す
の
み
や
は
心
な
る
べ
き　

郁
芳
門
院
安
芸

47
千
載
集
巻
第
十
一 

行
す
ゑ
を
ま
つ
ぞ
久
し
き
君
が
へ
ん
千
代
の
は
じ
め
の
子
の
日
と
思
へ
は　

京
極
前
関
白
家
肥
後

48
続
後
拾
遺
第
三
夏
哥 

忍
び
ね
は
お
と
ら
じ
も
の
を
郭
公
を
の
れ
の
み
と
は
お
も
は
ざ
ら
な
ん　

小
弁
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49
新
古
今
巻
第
四
秋
哥 

を
く
露
も
し
づ
心
な
く
秋
風
に
み
だ
れ
て
さ
け
る
ま
の
ゝ
萩
原　

祐
子
内
親
王
家
紀
伊

50
新
古
今
集
巻
第
一
春
歌 

浅
み
ど
り
花
も
ひ
と
つ
に
霞
つ
る
朧
に
み
ゆ
る
春
の
夜
の
月　

菅
原
孝
標
女

51
新
後
拾
遺
第
十
羇
旅
哥 

有
明
の
か
げ
を
し
る
べ
に
さ
そ
は
れ
て
夜
ふ
か
く
み
ゆ
る
須
磨
の
浦
船　

祟
賢
門
院

52
新
続
古
今
第
七
賀
哥 

袖
ふ
れ
て
幾
春
な
れ
ん
咲
藤
の
枩
よ
り
あ
ま
る
千
代
の
匂
ひ
に　

通
陽
門
院

53
新
後
撰
第
十
八
雑
哥 

峯
の
嵐
麓
の
川
の
を
と
を
の
み
い
つ
ま
で
友
と
明
し
く
ら
さ
ん　

遊
義
門
院

54
新
続
古
今
巻
第
一
春
哥 
咲
て
ち
る
つ
ら
さ
は
か
ね
て
な
ら
ひ
に
き
た
か
た
め
な
を
も
花
を
ま
つ
ら
ん 

今
出
河
院
近
衛

55
千
載
集
十
四
恋
哥 

恋
を
の
み
す
が
た
の
池
に
水
草
ゐ
て
す
ま
で
や
み
な
ん
名
こ
そ
お
し
け
れ　

待
賢
門
院
安
芸

56
千
載
巻
第
一
春
歌 

常
磐
な
る
枩
も
や
春
を
知
ぬ
ら
ん
初
子
を
い
は
ふ
人
に
ひ
か
れ
て　

待
賢
門
院
堀
河

57
金
葉
集
第
一
春
哥 

白
雲
に
ま
が
ふ
さ
く
ら
の
梢
に
て
ち
と
せ
の
春
を
空
に
し
る
か
な　

待
賢
門
院
中
納
言

58
新
古
今
第
十
三
恋
哥 

た
の
め
を
か
ん
た
ゞ
さ
ば
か
り
を
契
に
て
う
き
世
の
中
を
夢
に
な
し
て
よ　

定
家
卿
母

59
玉
葉
集
巻
第
十
四
雑
哥 

し
ら
ざ
り
き
う
き
身
な
が
ら
に
め
ぐ
り
き
て
お
な
じ
雲
井
の
月
を
み
ん
と
は　

近
衛
太
皇
太
后
宮

60
新
古
今
集
第
十
五
恋
哥 

な
ら
は
ね
ば
人
の
と
は
ぬ
も
つ
ら
か
ら
で
く
や
し
き
に
こ
そ
袖
は
ぬ
れ
け
れ 

前
中
納
言
教
盛
母

61
新
勅
撰
集
第
十
一
恋
歌 

お
も
ひ
川
岩
間
に
よ
ど
む
水
ぐ
き
を
か
き
な
が
す
に
も
袖
は
ぬ
れ
け
り　

皇
嘉
門
院
別
当

62
新
古
今
第
一
春
哥 

春
風
の
霞
吹
と
く
た
へ
ま
よ
り
み
だ
れ
て
な
び
く
青
柳
の
い
と　

殷
富
門
院
大
輔

63
建
保
二
年
内
裏
哥
合
賀
哥 

天
地
の
ひ
ら
け
し
神
の
み
こ
と
の
り
ち
と
せ
の
秋
は
我
君
の
た
め　

俊
成
卿
女

64
新
古
今
第
十
羇
旅
哥 

松
が
ね
の
お
じ
ま
か
磯
の
さ
よ
枕
い
た
く
な
ぬ
れ
そ
塰
の
袖
か
は　

式
子
内
親
王

65
新
古
今
第
四
秋
哥 

野
べ
ご
と
に
音
信
わ
た
る
秋
か
ぜ
を
あ
だ
に
も
な
び
く
花
ず
ゝ
き
か
な　

八
条
院
六
条

66
千
載
集
巻
第
十
四
恋
哥 

わ
か
袖
の
な
み
だ
や
に
ほ
の
う
み
な
ら
ん
か
り
に
も
人
を
み
る
め
な
け
れ
ば　

上
西
門
院
兵
衛

67
新
古
今
第
十
三
恋
哥 

忘
れ
じ
の
契
り
た
が
は
ぬ
世
な
り
せ
は
頼
や
せ
ま
し
君
が
一
こ
と　

右
京
大
夫
建
礼
門
院

68
新
古
今
第
二
春
哥 

花
さ
そ
ふ
比
良
の
山
か
ぜ
吹
に
け
り
漕
行
舟
の
跡
み
ゆ
る
ま
て　

宮
内
卿 
後
鳥
羽
院
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69
新
古
今
巻
第
十
三
恋
哥 

待
よ
ひ
に
更
行
鐘
の
こ
ゑ
き
け
ば
あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
鳥
は
も
の
か
は　

小
侍
従

70
新
古
今
第
七
賀
哥 

身
に
か
へ
て
花
も
お
し
ま
し
君
か
代
に
み
る
へ
き
春
の
か
ぎ
り
な
け
れ
ば　

参
河
内
侍

71
新
古
今
第
四
秋
哥 

こ
と
ゝ
は
ん
野
じ
ま
か
磯
の
あ
ま
こ
ろ
も
波
と
月
と
に
い
か
ゞ
し
ほ
る
　ゝ

七
条
院
大
納
言

72
続
後
撰
第
三
秋
哥 

心
し
て
い
た
く
な
啼
そ
き
り
〴
〵
す
か
こ
と
か
ま
し
き
老
の
枕
に　

後
鳥
羽
院
下
野

73
新
勅
撰
第
一
春
哥 
春
の
夜
の
朧
月
よ
や
こ
れ
な
ら
ん
か
す
み
に
く
も
る
有
明
の
そ
ら　

冝
秋
門
院
丹
後

74
新
勅
撰
第
五
秋
哥 
月
の
い
ろ
も
さ
え
行
よ
は
の
秋
風
に
わ
が
身
ひ
と
つ
と
衣
う
つ
也　

土
御
門
院
小
宰
相

75
風
雅
集
巻
第
三
春
哥 
山
川
を
な
は
し
ろ
水
に
ま
か
す
れ
は
田
面
に
う
き
て
花
ぞ
な
が
る
　ゝ

安
嘉
門
院
四
条

76
玉
葉
巻
第
八
旅
哥 

か
ゝ
ら
ず
は
な
に
か
わ
か
れ
の
惜
か
ら
ん
馴
ぬ
る
ば
か
り
く
や
し
き
は
な
し　

安
嘉
門
院
大
弐

77
新
拾
遺
第
三
夏
哥 

山
の
端
の
月
に
啼
夜
の
ほ
と
ゝ
ぎ
す
ま
た
れ
し
よ
り
も
い
こ
そ
ね
ら
れ
ね　

後
深
草
院
少
将
内
侍

78
新
拾
遺
第
十
二
恋
哥 

湊
入
の
あ
し
ま
を
分
て
漕
舟
も
思
ふ
中
に
は
さ
は
ら
ざ
り
け
り　

藻
壁
門
院
但
馬

79
新
後
拾
遺
第
十
四
恋
哥 

こ
と
の
葉
の
か
ゝ
る
か
た
な
く
成
ぬ
れ
ば
偽
り
さ
へ
ぞ
今
は
こ
ひ
し
き　

安
嘉
門
院
高
倉

80
新
古
今
第
十
二
恋
哥 

夏
引
の
手
曳
の
糸
の
ふ
し
へ
て
も
た
え
ぬ
思
ひ
に
結
ぼ
ほ
れ
つ
　ゝ

嘉
陽
門
院
越
前

81
新
続
古
今
第
十
七
雑
哥 

音
も
せ
て
袖
ぬ
ら
せ
ば
や
春
雨
の
ふ
る
は
な
み
だ
と
人
の
い
ひ
け
ん　

鷹
司
院
帥

82
新
拾
遺
第
十
八
雑
哥 

浦
つ
た
ふ
霜
夜
の
ち
と
り
声
さ
え
て
塩
干
の
か
た
に
友
さ
そ
ふ
也　

延
政
門
院
新
大
納
言

83
新
続
古
今
第
二
春
哥 

今
は
と
て
こ
ゆ
ら
ん
か
た
も
し
ら
波
の
あ
と
な
き
春
の
す
ゑ
の
ま
つ
山　

権
中
納
言
公
宗
母

84
新
千
載
巻
第
二
春
哥 

行
船
の
あ
と
な
き
か
た
を
し
た
ひ
て
も
春
は
と
ま
ら
ぬ
八
重
の
し
ほ
風　

達
智
門
院

85
新
拾
遺
第
十
一
恋
哥 

せ
き
か
ね
て
お
つ
る
ば
か
り
そ
今
も
な
を
を
と
に
は
た
て
ぬ
袖
の
滝
つ
せ　

達
智
門
院
兵
衛

86
新
千
載
巻
第
六
冬
哥 

小
篠
原
な
ひ
く
尾
ば
な
の
冬
枯
に
を
と
も
か
は
り
て
ふ
る
霰
か
な　

照
慶
門
院
一
条

87
玉
葉
第
十
五
雑 

思
ふ
こ
と
の
あ
ら
た
ま
る
べ
き
春
な
ら
は
う
き
身
も
と
し
の
暮
や
い
そ
が
ん　

章
義
門
院

88
続
千
載
第
一
春
歌 

帰
る
さ
の
道
も
や
ま
か
ふ
夕
暮
の
か
す
む
雲
ゐ
に
き
ゆ
る
雁
金　

永
福
門
院
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89
新
後
拾
遺
第
三
春
哥 

雨
は
る
ゝ
夕
か
げ
山
に
鳴
蟬
の
こ
ゑ
よ
り
お
つ
る
木
々
の
し
ら
露　

俊
光
女

90
延
文
御
百
首
春
哥 

萌
出
る
野
べ
の
わ
か
な
の
雪
ま
ぜ
に
摘
手
も
寒
く
こ
ほ
る
袖
哉　

進
子
内
親
王

91
風
雅
第
十
恋
哥 

夢
か
な
を
乱
れ
そ
め
に
し
朝
ね
が
み
又
か
き
や
ら
ん
末
も
し
ら
ね
は　

永
福
門
院
右
衛
門
督

92
風
雅
第
八
冬
哥 

ふ
れ
ば
か
つ
氷
る
あ
さ
け
の
ふ
る
柳
な
び
く
と
も
な
き
雪
の
し
ら
い
と　

永
福
門
院
内
侍

93
新
千
載
集
巻
第
十
二
恋
哥 

紅
ゐ
に
か
た
し
く
袖
は
な
り
に
け
り
な
み
だ
や
夜
半
の
し
ぐ
れ
な
る
ら
ん　

皇
嘉
門
院

94
新
古
今
集
巻
第
十
五
恋
哥 

歎
か
じ
な
お
も
へ
は
人
に
つ
ら
か
り
し
此
世
な
が
ら
の
む
く
ひ
な
り
け
り　

皇
嘉
門
院
尾
張

95
風
雅
第
六
秋
哥 

夕
日
影
さ
ひ
し
く
み
ゆ
る
山
も
と
の
田
面
に
お
つ
る
雁
の
一
つ
ら　

後
伏
見
院
中
納
言

96
新
千
載
第
四
秋
哥 

露
ふ
か
き
霧
の
籬
の
朝
ぼ
ら
け
し
ほ
れ
ぞ
ま
さ
る
花
の
い
ろ
〳
　〵

広
義
門
院

97
風
雅
第
五
秋
哥 

一
し
ほ
り
雨
は
降
ぬ
る
庭
の
お
も
に
ち
り
て
う
つ
ろ
ふ
萩
が
花
ず
り　

権
大
納
言
公
直
母

98
玉
葉
第
九
恋
哥 

思
ひ
よ
は
り
身
こ
そ
は
た
え
ず
な
る
と
て
も
人
の
忍
ば
ん
名
を
ば
も
ら
さ
し　

従
一
位
教
良
女

99
古
今
集
巻
第
十
二
恋
哥 

う
た
ゝ
ね
に
恋
し
き
人
を
み
て
し
よ
り
夢
て
ふ
も
の
は
た
の
み
そ
め
て
き　

小
野
小
町

100
古
今
集
巻
第
一
春
哥 

待
人
も
な
き
も
の
ゆ
へ
に
う
ぐ
ひ
す
の
な
き
つ
る
花
を
折
て
げ
る
哉　

染
殿
后

五
、
B
系
統
の
『
女
百
人
一
首
』
の
編
者
に
つ
い
て

本
稿
に
お
い
て
翻
刻
を
紹
介
し
た
、
貞
享
四
年
写
本
と
貞
享
五
年
刊
本
を
含
め
た
、
B
系
統
の
伝
本
（
版
本
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
、
江
戸

時
代
後
期
頃
写
「
絵
入
女
百
人
一
首
」（
二
松
学
舎
大
学
蔵
）
を
除
く
）
の
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
お
お
よ
そ
の
和
歌
の
排
列
は
同
じ
で
あ

る
が
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

１ 

貞
享
四
年
写
本
と
貞
享
五
年
刊
本
は
、
同
じ
人
物
（
居
初
つ
な
）
に
よ
る
署
名
が
あ
り
、
貞
享
四
年
写
本
は
、
他
の
伝
本
と
は
、
選
ば
れ
て

い
る
和
歌
や
作
者
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
排
列
な
ど
が
異
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
年
記
の
通
り
に
、
先
に
写
本
が
成
立
し
、
そ
の
内
容
を
整
理
し



─ 24─ （207）

た
も
の
が
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２ 
貞
享
五
年
刊
本
と
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
写
「
女
房
百
人
一
首
（「
数
量
和
歌
」
所
収
）」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）、
書
写
年
不

明
「
女
百
人
一
首
」（
道
明
寺
蔵
）、
書
写
年
不
明
「
女
百
人
一
首
草
」（
道
明
寺
蔵
）、
書
写
年
不
明
「
女
百
人
一
首
」（
北
海
学
園
大
学
蔵
）、
書

写
年
不
明
「
女
百
人
一
首
」（
三
康
図
書
館
蔵
）
は
、
和
歌
の
排
列
が
一
致
し
て
い
る
。
版
本
と
写
本
と
い
う
性
質
上
、
先
に
貞
享
五
年
刊
本
が

成
立
し
て
全
国
に
流
布
し
、
そ
の
内
容
を
書
写
し
た
も
の
が
、
前
記
の
伝
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３ 

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
写
「
女
百
人
一
首
」（
東
京
大
学
蔵
）、
江
戸
時
代
前
期
頃
写
「
女
百
人
一
首
（「
歌
集
」
所
収
）」（
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
）、
江
戸
時
代
頃
写
「
女
房
百
人
一
首
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
は
、
お
お
よ
そ
の
和
歌
の
排
列
は
２
に
挙
げ
た
伝
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
76

番
歌
（
安
嘉
門
院
大
弐
）
が
脱
落
し
て
100
番
歌
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
前
期
頃
写
「
女
百
人
一
首
（「
歌
集
」
所

収
）」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
と
、
江
戸
時
代
頃
写
「
女
房
百
人
一
首
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
の
先
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
両
書
は
い
ず
れ

か
を
参
照
し
て
書
写
さ
れ
、
後
に
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
写
「
女
百
人
一
首
」（
東
京
大
学
蔵
）
が
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

４ 

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
年
）
刊
『
女
房
百
人
一
首
』
は
、
11
番
歌
か
ら
の
和
歌
の
排
列
な
ど
が
異
な
る
。
刊
行
年
か
ら
考
え
て
も
、
貞
享
五

年
刊
本
よ
り
は
遅
く
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
B
系
統
の
成
立
年
代
と
編
者
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
成
立
年
代
に
つ
い
て
で
あ
る
。
B
系
統
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
嘉
夫
氏
の
「
女
百
人
一
首
」『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
第
二
十

号
（
跡
見
学
園
国
語
科
研
究
会 

一
九
七
二
年
三
月
）
で
は
、「
撰
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
主
と
し
て
勅
撰
集
の
古
今
集
か
ら
新
続
古
今
集
ま
で
、

物
語
で
は
大
和
物
語
か
ら
女
房
の
歌
を
あ
げ
て
い
る
。」
と
し
て
お
り
、『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
第
九
十
巻
（
大
空
社 

一
九
九
八
年
）
の
吉
海

直
人
氏
解
題
で
は
、「
本
書
の
内
容
は
、
一
番
衣
通
姫
か
ら
百
番
染
殿
后
歌
ま
で
の
女
性
の
歌
百
首
か
ら
な
っ
て
い
る
。
歌
人
の
生
没
年
を
調
べ

て
み
る
と
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
亙
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
形
式
は
一
面
一
首
で
、
ま
ず
作
者
名
が
あ
り
、
上
部
に
和
歌
が
散
ら
し

書
き
に
さ
れ
、
下
部
に
は
歌
意
図
を
背
景
に
作
者
像
（
歌
仙
絵
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
右
端
に
は
出
典
が
や
や
小
字
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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基
本
的
に
は
勅
撰
集
か
ら
の
撰
入
が
多
い
が
、
そ
れ
以
外
に
万
葉
集
（
二
首
）
や
大
和
物
語
（
一
首
）・
建
保
四
年
内
裏
歌
合
（
一
首
）・
延
文
御

百
首
（
一
首
）
な
ど
も
出
典
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
新
古
今
集
が
二
六
首
と
全
体
の
四
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
の
が
撰
歌
の

特
徴
で
あ
ろ
う
。」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
久
保
田
淳
氏
の
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』（
明
治
書
院 

一
九
九
三
年
）
で
は
、
B
系

統
の
本
文
の
成
立
は
、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
が
成
立
し
た
、
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
年
）
以
降
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
大
伏

春
美
氏
の
「『
女
房
三
十
六
人
歌
合
』
と
女
百
人
一
首
」『
語
文
』
第
一
一
九
号
（
日
本
大
学
国
文
学
会 

二
〇
〇
四
年
六
月
）
に
お
い
て
、
B
系

統
の
本
文
に
は
、
皇
嘉
門
院
と
皇
嘉
門
院
別
当
の
和
歌
が
入
集
し
て
い
る
が
、
実
は
い
ず
れ
も
皇
嘉
門
院
別
当
の
和
歌
で
あ
る
と
い
う
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
誤
り
の
原
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
貞
享
四
年
写
本
で
は
、
皇
嘉
門
院
の
和
歌
は
、
そ
の
一
つ
前
の
定
家
卿
母
の
和

歌
（
た
の
め
を
か
ん
た
ゝ
さ
は
か
り
を
契
に
て
う
き
世
の
中
を
夢
に
な
し
て
よ
）
と
同
じ
も
の
が
重
複
し
て
書
写
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
貞
享
五
年
刊
本
を
刊
行
す
る
際
に
、
改
め
て
皇
嘉
門
院
の
和
歌
を
載
せ
る
つ
も
り
が
、
取
り
急
ぎ
和
歌
を
選
ん
だ
た
め
に
、
誤
っ
て
、
皇
嘉

門
院
別
当
の
和
歌
を
載
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
し
て
考
え
る
と
、
そ
の
他
の
伝
本
は
、
全
て
こ
の
誤
り
を
踏
襲
し

て
い
る
の
で
、
B
系
統
の
伝
本
は
、
こ
の
貞
享
五
年
刊
本
を
親
本
に
し
て
い
る
と
考
え
て
も
差
し
支
え
が
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
来
、

B
系
統
の
伝
本
は
、
久
曾
神
昇
氏
の
『
日
本
歌
学
大
系
』
別
巻 

第
六
（
風
間
書
房 

一
九
八
四
年
）
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
江
戸
時
代
前

期
頃
写
「
女
百
人
一
首
（「
歌
集
」
所
収
）」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
が
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
系
統
の
親
本
と
さ
れ
て
い
た
が
、
私
見
で

は
、
B
系
統
は
、
貞
享
四
年
写
本
が
最
も
古
い
伝
本
で
あ
り
、
B
系
統
の
『
女
百
人
一
首
』
の
成
立
年
代
は
、
江
戸
時
代
前
期
で
あ
り
、
そ
の
編

者
は
、
居
初
つ
な
で
あ
る
と
考
え
る
。

六
、
お
わ
り
に

最
後
に
、
改
め
て
今
回
の
結
論
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、『
女
百
人
一
首
』
は
、
そ
の
本
文
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
、
A

〜
E
系
統
の
五
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
、
最
も
伝
本
が
多
く
、
江
戸
時
代
前
期
〜
後
期
ま
で
幅
広
い
時
代
に
お
い
て
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る
B
系
統
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝



─ 26─ （205）

本
の
本
文
を
比
較
し
た
結
果
、
成
立
年
代
は
江
戸
時
代
前
期
（
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
頃
）
で
、
編
者
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
女
性
書
家
・

作
家
・
絵
師
で
あ
る
居
初
つ
な
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
B
系
統
の
内
容
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
大
伏
春
美
氏
の
「『
女
房
三
十
六
人
歌
合
』
と

女
百
人
一
首
」『
語
文
』
第
一
一
九
号
（
日
本
大
学
国
文
学
会 

二
〇
〇
四
年
六
月
）
に
お
い
て
、「
歌
人
の
選
択
も
著
名
歌
人
が
多
く
妥
当
で
あ

り
、
伝
本
も
多
い
の
で
、
流
布
し
た
本
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
あ
り
、
も
し
、
そ
の
編
者
が
居
初
つ
な
で
あ
っ
た
場
合
、
彼
女
は
女
性
歌
人
や
和

歌
の
知
識
が
豊
富
な
、
大
変
教
養
の
あ
る
女
性
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

注（
1
） 

伊
藤
嘉
夫
「
女
百
人
一
首
」『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
第
二
十
号
（
跡
見
学
園
国
語
科
研
究
会 

一
九
七
二
年
三
月 

一
三
〇
〇
頁
）
に
、「
室
町
時
代

の
異
種
百
人
一
首
は
、（
中
略
）
甚
だ
少
な
い
が
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
印
刷
技
術
が
進
み
、
一
般
庶
民
の
読
書
人
口
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
で
、
寛

文
頃
か
ら
異
種
百
人
一
首
の
印
行
が
盛
に
な
」
っ
た
と
あ
る
。

（
2
） 

女
性
の
和
歌
の
み
で
つ
く
ら
れ
た
百
人
一
首
に
は
様
々
な
種
類
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、『
女
百
人
一
首
』
と
い
う
題
名
の
作
品
、
あ
る
い
は

そ
れ
ら
と
内
容
が
類
似
す
る
作
品
の
み
を
対
象
と
す
る
。

（
3
） 

『
国
書
総
目
録 

補
訂
版
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店 

一
九
八
九
年 
七
二
〇
頁
）
の
『
女
百
人
一
首
』
項
に
「
文
化
八
版
―
岩
瀬
」
と
あ
る
、
文
化
八
年
（
一

八
一
一
年
）
刊
『
女
要
小
倉
文
台
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫 

古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
旧
書
名
は
『
女
百
人
一
首
』）
は
、
内
容
が
『
百
人
一

首
』
な
の
で
含
め
て
い
な
い
。
ま
た
、
伊
藤
嘉
夫
「
女
百
人
一
首
」『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
第
二
十
号
（
一
三
〇
〇
頁
）
に
「『
女
百
人
一
首
』（
営

郷
女
）
天
保
三
（
一
八
三
二
）」
と
あ
る
の
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
年
）
刊
『
女
百
人
一
句
』（
鶯
卿
女
編
）
の
こ
と
で
あ
り
、
百
人
の
女
性
俳
人

の
発
句
を
一
人
一
句
ず
つ
選
ん
で
つ
く
ら
れ
た
俳
諧
集
な
の
で
含
め
て
い
な
い
。

（
4
） 

東
洋
文
庫
蔵
。

（
5
） 

漆
山
又
四
郎
氏
蔵
・
国
立
公
文
書
館
蔵
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
・
跡
見
学
園
女
子
大
学
蔵
（
二
冊
）。

（
6
） 

大
阪
公
立
大
学
蔵
。
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（
7
） 

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
年
）
写
「
女
百
人
一
首
」（
東
京
大
学
蔵
）
の
奥
書
「
右
百
首
は
中
山
家
十
九
代
権
中
納
言
兼
親
卿
の
み
つ
か
ら
か
か
れ
る
ひ

し
一
巻
を
人
の
も
と
よ
り
借
い
て
た
る
（
以
下
略
）」
を
参
照
。

（
8
） 
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
（https://shoryobu.kunaicho.go.jp

）
で
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
久
曾
神
昇
『
日
本
歌
学

大
系
』
別
巻 

第
六
（
風
間
書
房 

一
九
八
四
年 

五
四
〇
頁
〜
五
四
六
頁
）
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
9
） 

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
年
）
の
印
記
が
あ
る
。

（
10
） 

東
京
国
立
博
物
館
蔵
・
東
京
大
学
蔵
・
東
北
大
学
蔵
・
祐
徳
稲
荷
神
社
蔵
・
東
京
家
政
学
院
大
学
蔵
・
東
京
都
立
図
書
館
蔵
・
刈
谷
市
中
央
図
書
館

蔵
・
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
・
天
理
図
書
館
蔵
・
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
蔵
・
武
庫
川
女
子
大
学
蔵
・
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
蔵
・
跡
見
学
園
女
子

大
学
蔵
・
石
川
透
氏
蔵
。

（
11
） 

伊
藤
嘉
夫
「
女
百
人
一
首
」『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
第
二
十
号
（
一
三
〇
一
頁
〜
一
三
〇
三
頁
）
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
西
尾
市
岩
瀬
文

庫
蔵
・
住
吉
大
社
蔵
・
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
蔵
・
大
阪
公
立
大
学
蔵
・
跡
見
学
園
女
子
大
学
蔵
・
漆
山
又
四
郎
氏
蔵
。

（
12
） 

『
袖
珍
文
庫 

第
二
十
三
種 

十
三
種
百
人
一
首
』（
三
教
書
院 

一
九
一
〇
年 

一
四
一
頁
〜
一
五
八
頁
）、
伊
藤
嘉
夫
「
女
百
人
一
首
」『
跡
見
学
園
国
語
科

紀
要
』
第
二
十
号
（
一
三
〇
四
頁
〜
一
三
〇
六
頁
）
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
・
漆
山
又
四
郎
氏

蔵
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
・
東
洋
大
学
蔵
（
三
冊
）・
上
田
市
立
上
田
図
書
館
蔵
・
跡
見
学
園
女
子
大
学
蔵
（
二
冊
）・
東
洋
文
庫
蔵
。

（
13
） 

久
保
田
淳
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』（
明
治
書
院 
一
九
九
三
年 

八
二
三
頁
〜
八
三
三
頁
）
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
14
） 

宮
城
教
育
大
学
蔵
。

（
15
） 

居
初
つ
な
が
、
自
身
の
作
品
の
本
文
お
よ
び
挿
絵
を
書
い
て
い
る
例
は
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
年
）
刊
『
女
実
語
教
』（
刊
記
に
「
居
初
氏 

女 

津
奈

書
画
之
」
と
あ
る
）
な
ど
で
あ
る
。

（
16
） 

石
川
透
「『
西
行
物
語
』
版
本
の
制
作
者
に
つ
い
て
」『
西
行
学
』
第
四
号
（
西
行
学
会 

二
〇
一
三
年
八
月 

四
十
九
頁
）
に
も
、「（
居
初
つ
な
は
）
お

そ
ら
く
は
、
日
本
で
最
初
の
女
流
絵
本
作
家
と
い
っ
た
存
在
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。

（
17
） 

居
初
つ
な
作
と
考
え
ら
れ
る
版
本
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
刊
『
女
今
川
』、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
年
）
刊
『
女
百
人
一
首
』『
女
文
章
鑑
』、

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
年
）
刊
『
女
書
翰
初
学
抄
』、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
年
）
刊
『
女
教
訓
文
章
』、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
年
）
刊
『
女
実
語

教
』、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
年
）
刊
『
女
筆
調
法
記
』、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
年
）
刊
『
女
筆
琵
琶
海
辺
』
な
ど
で
あ
る
。

（
18
） 

『
女
百
人
一
首
』（
祐
徳
稲
荷
神
社
所
蔵
）
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